
100周年記念事業 工学部新聞NO.10 

1 

発行日 平成2４年10月3日 

~目次~ 
１ページ 

・工学部国際連連携サマープログラム 

２ページ 

・科学フェスティバルinよねざわ2012

を開催！来場者数1852名！ 

・未来の山大生へ 

 ～オープンキャンパス2012～ 

３ページ 

・ベトナム・中国の大学生2名が来日!! 

・吾妻祭実行委員長にインタビュー! 

４ページ 

・学会での学生表彰!! 

・有機EL照明を使ったアイディアコン

テストの展示会 

・編集後記 

※本紙のカラー版は工学部ＨＰで公開中です。 http://www.yz.yamagata-u.ac.jp/shinbun/index.html 

  

 7月30日から8月12日までの二週間、工学部でサ

マープログラムが開催されました。期間中、マレーシア

とタイ、韓国、中国人から来た学生１２名と、14名の日

本人学生が言葉や文化の壁を超え交流を深めまし

た。 

活動内容は、日本語の授業や専門に関する講義、

研究室訪問、学外での一泊二日のホームステイ、東松

島でのフィールドワークが行なわれました。日本語の

授業では、ホームステイ先で役立つような簡単な日本

語の会話練習が行なわれました。専門の講義では、

先生が自身の研究について英語で講義されました。

研究室訪問では、有機EL研究センターへの見学や、

オープンキャンパスを利用して興味のある専門分野の研究室を訪問しました。海外の学生

は専門的分野や留学のことなどを質問することができ、有意義な時間を過ごすことがで

きたようです。フィールドワークでは、東松島で震災の被害を受けた海苔養殖業者、旅館経

営者、ボランティアの方、地元の漁師の方々とバーベキューしながら交流しました。海外の

学生からは「震災から復興までの道のりを聞いて、被害の甚大さとそれに負けない強い意

志を感じた。ごはんもとても美味しく、海辺が綺麗でとても癒された。」と活動に満足され

ていました。 

日本人学生は海外の学生と交流し自分の英語力に自信をもった学生もいれ

ば、英語を勉強するモチベーションにつながった学生もいたようです。他にも

チームで活動し、英語以外で必要になるコミュニケーションの方法や、論理的

思考など多くのことを学ばれたようです。プライベートでは、飲み会や、サプラ

イズ誕生日パーティ、オリンピック観戦など、ハードで楽しい活動を通し、学生同

士で大切な絆を結べたのではないでしょうか。 

国際交流国際交流  

サマープログラ
ムサマープログラ
ム2012!2012!  
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科学フェスティバルinよねざわ２０１２を開催！ 来場者数１８５２人！！ 

 ７月２８、２９日に科学フェスティバル in よねざわ ２０１２が開催されました。当日は天

候に恵まれ２日間で１８５２人の親子連れが足を運びました。今年度は研究室やサークル、

企業などの４３ブースが出展し、多くの人の注目を浴びていました。 

佐野・沖本研究室（機能高分子）の「いろんなものを凍らせてみよう！！~オドロキの低

温世界~」や小竹研究室（物質化学）の「マイナス２００℃の液体で何でも凍らせてみよ

う」といったブースでは、液体窒素を使って風船やシャボン玉など普段では凍った状態

がみられないものや身近にあるものを凍らせ、その変化を観察する実験が行われてい

ました。この実験には子供たちだけではなく大人も関心を持っているようで、その変化

の様子に驚いているようでした。 

また、「ソーダロケットを飛ばそう！」のブースでは、フィルムケース内に炭酸ガスを発生

させロケットを飛ばして何メートル飛んだかを競っていました。子供たちは自分の作った

ロケットを一番にしようと必死になっていました。この他にも、ドライアイスを用いた実験

や押し花を作る実験、シャーベットを作る実験、有機ＥＬなども多くの人が訪れていまし

た。子供たちは連日身近に科学を体験して大いに楽しんでいました。 

 未来の山大生へ ～オープンキャンパス２０１２

８月３日に山形大学工学部においてオープンキャンパスが開催されました。キャンパス内は来学した多くの高校生でにぎわいました。高

校生は本校の大学院生らが説明した、研究室での活動内容を興味深そうに聞いていた様子でした。 

オー プンキャンパスでは工学部の魅力を伝えるため、研究室公開はじめ学科紹介と模擬講義も開かれました。研究室公開の応用生

命システム工学科では、イソギンチャクの蛍光タンパク質を利用して医療現場で細胞のマーカーとして使用する研究があり、「光る！タンパ

ク質をみてみよう」とゆうことでシャーレに 取った光るたんぱく質をみることができました。 

模擬講義では学科別に「人の理解と支援に役立つ化学、工学、およびロボットの話」、「医療現場での超音波技術と信号処理につい

て」、「太陽電池と暮らしを支える電気電子工学のお話」、「環境を理解するための化学、負荷を減らすための工学のお話」、「バイオテクノ

ロジーのスター、酵素」、「プラスチック成型技術を応用した米粉100％パンの開発」、「少子高齢化社会を支える人間協稼働型ロボット」、

「たんぱく質の立体構造と機能」のように話をされました。 
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吾妻祭実行委
員長と副委員

長に               

  インタビュー!! 

 

 

今年のテーマは「VOICE」です。「VOICE」は人々の声、メッセ－ジ、想いを

表しています。その「VOICE」つまり想いを米沢から全国へ、吾妻祭から全て

の人へ発信し、たくさんの人に吾妻祭を知ってもらいたいと思い、このテー

マを掲げたそうです。吾妻祭実行委員一同、より多くの人の「VOICE」に耳を傾け、人と人とのつながりを大

切にする吾妻祭にしたいとのことでした。 

 

  山形大学工学部は８月28日、これからのグローバ

ル社会に対応する取り組みとして、ベトナム・中国

からの短期留学生を受け入れました。この取り組み

は互いの国の文化、習慣、歴史を学ぶことで、両国

の相互理解を深めることを目的としています。参加

したのはベトナムのハノイ大学から5人、中国の延辺

大学から1人で、在学中の学生も数人同行しました。

研究室見学と日本企業見学が主な活動で見学の移動

中は、英語を使って会話を楽しんだり、お互いの母

国語を教え合ったり、Facebookのアドレスを交換し

合うなどして、交流を深めたそうです。研究室見学

では、留学生の旺盛な好奇心と積極性で、質問が幾

度となく飛び交っていました。さらに驚いたこと

は、彼らがカメラと携帯電話を片時も手放さないこ

とでした。興味を引くことや、人と出会う度シャッ

ターを切る彼らに皆、戸惑いと喜びの表情を浮かべ

ていました。また、留学生らはホームステイも体験

し、伝統的な日本料理や遊びを楽しまれたそうです。3日間滞在の最終日、留学生らは「日本を離れたくない、また

皆に会いに来たい。」と名残惜しい様子でした。現在でも留学生と山大生との間では、インターネットでの交流が続

いているそうです。 

ベトナム・中国の大学生が２名！ 

開催期間：平成２４年１０月６日(土)～８日(月) 

    ６日会場       米沢女子短期大 

    ７・８日会場    山形大学工学部 

第1８回吾妻祭を開催します 

今年のテーマは“Voice” 

【菅野早悠里(米短2年)】昨年と同じ催しもありま

すが、今年のテーマ「VOICE」や「東北食べ歩き」

の企画は、震災があったこともあり、より深い意

味があると思います。お客さんの“楽しかった

“がたくさん聞ける吾妻祭にしたいです！ 

【鈴木盛也(工学部3年)】 新企画もあり不安も

ありますが、実行委員一同、当日まで頑張り、

お客さんに満足してもらえるよう頑張ります！ 

また、今年は新企画「東北６県食べ歩き企画」を行うそうです。この企画は、東北６県の

郷土料理を皆さんに食べていただき、東北の各々の県の味を楽しんでもらう企画です。７日・８日の２日間

で行い、１日３県ずつ振る舞います。 

さらに、毎年恒例のお化け屋敷にも力を入れて準備を行っているとのこと。「ひとりかくれんぼ」という設

定で、整理券配布する際にPVを観てもらいより怖さを体感できるよう工夫しているそうです。 

今年もたくさんの催しや屋台などが行われる吾妻祭に、皆さん足を運んでみてはどうでしょうか。 

今年の新企画!！ 
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みなさん！今回の工学部新聞はいかがでしたか？米沢キャンパスでのイベントがあれこれ沢山ありました。みなさんはどれ

に参加しましたか？工学部新聞秋号もイベントを盛り上げる学生たちと、喜ばしい表彰者たちのおかげで紙面がにぎわいまし

た。インタビューに応じて下さった皆さんありがとうございます。これからもご活躍なさってください！ 

また、皆さんからのこれは新聞に載せたい！という出来事は編集部員にどしどしお知らせください。サークル活動の報告も

お待ちしてますよ。 

さて、編集部に新しい風が舞いこみました。なんと新しく部員が２名も入ってくれました。電気電子工学科2年の佐藤雄亮君

と応用生命システム工学科2年の土屋みなみさんです。総勢５名で新聞をお届けします。 

編集後記 

学  会  等  で  の  表  彰  一  覧 

原田 翔 さん 
機械システム工学専攻（古川研究室） 

  はらだ   しょう 

秋 東輝 さん 
博士後期課程 有機材料工学専攻（伊藤･高山研究室） 

チュ  ドンフィ 

室井 寿人 さん 
機械システム工学専攻（古川研究室） 

 むろい  ひさと 

小泉 遼 さん 
有機デバイス工学専攻（森･中林研究室） 

こいずみ りょう 

沼田 健太郎 さん 
バイオ化学工学専攻（水口研究室） 

ぬまた  けんたろう 

曳地 和博 さん 
物質化学工学専攻（遠藤昌敏研究室） 

 ひきち  かずひろ 

太田 亜美 さん 
機能高分子工学専攻（西岡研究室） 

 おおた       あ み 

瀧澤 典史 さん 
物質化学工学専攻（遠藤昌敏研究室） 

たきざわ  のりふみ 

○有機EL照明を使った 

    アイディアコンテストの展示会 
 学科混合の工学部生チームが有機EL照明パネルの新しい利用法の提案、制作に挑

戦しました。各チームの作品は、吾妻祭とホームカミングデイと同日に展示されま

す。 

 展示会の日時･場所：  10月6日(土) 大示範前展示 

      7･8日(日･月) 6号館2階自習室  

 成果発表会の日時･場所： 16日(月)の16時から、ものづくりセンターA棟2階 


